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本日のお話し

 食品中の放射性物質の新基準値

 食品中の放射性物質の測定法

 放射性物質測定の特徴と概要

 校正と精度管理



5

施行通知内容

 「乳及び乳製品の成分規格等に関する省
令」 （昭和26年厚生省令第52号。）
 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令（平

成24年厚生労働省令第31号）

 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表二の（一）の(1)の規定
に基づき厚生労働大臣が定める放射性物質を定める件（平成24年厚

生労働省告示第129号）

 「食品，添加物等の規格基準」
（昭和34年厚生省告示第370号。）
 食品，添加物等の規格基準の一部を改正する件（平成24年厚生労働

省告示第130号）
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放射性セシウムの新基準値

食品群 第1欄 第2欄

飲料水 ミネラルウォーター類（水のみを原料とする清涼飲
料水をいう。）

10 Bq/kg 

原料に茶を含む清涼飲料水

飲用に供する茶

牛乳 乳等省令第2条第1項に規定する乳（以下「乳」とい
う。）及び同条第40項に規定する乳飲料（以下「乳
飲料」という。）

50 Bq/kg 

乳児用

食品

乳児の飲食に供することを目的として販売するもの
であって，乳等省令第2条第12項に規定する乳製
品（以下「乳製品」という。）（乳飲料を除く。）並びに
乳及び乳製品を主原料とする食品

50 Bq/kg 

一般食品 上記以外の食品 100 Bq/kg 
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検査時の食品の状態に関する規定

 加工食品などは，原材料だけでなく，製造・加工された
状態

 お茶（緑茶）は，飲む状態

 紅茶葉やレギュラーコーヒーなどについては，飲む状態

 食用サフラワー油，食用綿実油，食用こめ油及び食用
なたね油は，油の状態

 乾燥きのこ類，乾燥野菜，乾燥させた海藻類及び乾燥
させた魚介類等では，水戻しをして食べる状態

食品中の放射性物質の測定法

食品中の放射性セシウム検査法

食品中の放射性セシウムスクリーニング法
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放射能測定マニュアル

 放射能測定シリーズ（文部科学省）

 No.6 NaI(Tl)シンチレーションスペクトロメータ機器分析法 （昭和49年 1月）

 No.7  ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー （平成 4年 8月（3訂））

 No.24 緊急時におけるガンマ線スペクトロメトリーのための試料前処理法 （平成 4年 8月）

 No.29 緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法 （平成 16年 2月）

 水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省 平成23年10月）

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000001rd6x-att/2r9852000001rd98.pdf

 食品中の放射性セシウムスクリーニング法（厚生労働省 平成24年 3月）

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r985200000246ev-att/2r985200000246iu.pdf

 食品中の放射性セシウム検査法（食安発0315第4号別添 平成24年 3月15日）

http://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/dl/shikenhou_120316.pdf
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食品中の放射性セシウム検査法

「緊急時における食品の放射能測定マニュアル」からの主な変更点

 測定対象核種を放射性セシウムに限定した検査法

 飲用に供する茶は浸出液を測定試料とする

 乾燥きのこ類，乾燥野菜，乾燥させた海藻類及び乾燥させた魚
介類等では，水戻しをした状態で測定するのを基本とするが，
重量変化率に従って換算しても良い

 校正用線源として市販の多核種混合放射能標準ガンマ体積線
源が示された

 測定条件の設定要件が示され，これを満たす機器であればゲ
ルマニウム半導体検出器を用いたガンマ線スペクトロメータ以
外の装置も使用可能とされた

 検査結果の取扱いが明示 された
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測定条件の設定

 基準値濃度における（測定結果：X）/（標準偏差：σx）
が10以上になるような測定容器及び測定時間

 検出限界値が基準値の1/5の濃度以下

標準線源（2 L）

Cs-137：3800 Bq

500s⇒20,000ｶｳﾝﾄ

と仮定

標準偏差

：σx

X/σx

基準値：100 Bq/kg 200 Bq⇒1,052ｶｳﾝﾄ 32.4 32.4

基準値：50 Bq/kg 100 Bq⇒ 526ｶｳﾝﾄ 22.9 22.9

基準値：10 Bq/kg 20 Bq⇒ 105ｶｳﾝﾄ 10.2 10.2
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飲用茶の測定

飲用茶については浸出液について測定する

飲用に供する茶は、荒茶又は製茶10 g以上を30倍量の重量の熱水（90℃）で
60秒間浸出し、40メッシュ相当のふるい等でろ過した浸出液を測定試料とする。

荒茶又は製茶のまま

「食品中の放射性セシウム検査法」で測定した結果，200 Bq/kg以下の場合

又は

「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」の要件を満たした検査機器に
より測定した結果，150 Bq/kg以下の場合

浸出液での検査は不要。

出典：食安発0315第4号別添 及び 食安基発0315第7号

平成24年 3月15日
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加工食品などの測定

粉砕した試料に，信頼性のある水分含量の公表データ（重量変化率）
になるよう水を添加して測定

又は

乾燥状態で検査し，重量変化率を用いて喫食状態の濃度に換算

乾燥きのこ類，乾燥野菜類，乾燥させた海藻類，

乾燥させた魚介類

加工食品は原材料とともに，製造・加工された状態が

検査対象

原則としてそのままの状態を測定試料とする

出典：食安発0315第4号別添 平成24年 3月15日
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重量変化率

品 目 重量変化率 品 目 重量変化率

乾燥しいたけ 5.7 その他の乾燥きのこ類 4.0

乾燥きくらげ 10 割り干しだいこん 4.0

乾燥あらげきくらげ 4.9 切り干しだいこん 4.0

乾燥しろきくらげ 15 その他の乾燥野菜 3.5

かんぴょう 5.3 こんぶ 3.0

干ぜんまい 6.3 干ひじき 8.5

いもがら 7.6 寒天 9.0

干わかめ 5.9 その他の乾燥海藻類 2.5

本干みがきにしん 2.0

棒たら 1.8

干なまこ 7.6

その他の乾燥魚介類 1.4

食安基発0315第7号 別添１ 別添２
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試料洗浄（土壌除去）方法（１）

出典：食安発0315第4号別添 平成24年 3月15日

手順1：水道水の流水下
で，20秒程度洗浄

する。

16

試料洗浄（土壌除去）方法（２）

出典：食安発0315第4号別添 平成24年 3月15日

手順1：水道水の流水下
で，20秒程度洗浄

する。

手順2：水道水をしみこ

ませたペーパータ
オルで表面を軽く
ふき取る。
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検査結果の取り扱い

 NDではCs-134とCs-137のDLの和が基準値の1/5の濃

度以下であることを確認

 放射性セシウム濃度が基準値の75%から125%の範囲

の場合，以下を満足させること

 検査結果は有効数字２桁で記載

Cs-134：44.9 Bq/kg, Cs-137：60.0 Bq/kg ⇒ 放射性セシウム：100 Bq/kg
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検査結果の信頼性管理

 測定日毎にバックグラウンドを測定し，通常の範囲を超えて上昇していないこ

とを確認する。

 測定日毎に空の測定容器を用いてブランクを測定し，分析系に放射性表面汚

染がないことを確認する。

 定期的に標準線源を用いて校正を行う。

 測定日毎にエネルギーのスケールがずれていないことを確認する。

 試料を測定容器に詰める際には，特に検出器付近に空隙ができないように留

意する。

 試料による分析系に放射性表面汚染，あるいは試料間の汚染が起こらない

ように留意する。特に検出部位の汚染を防ぐため，検出器をポリエチレン袋で

覆う，測定容器の外側に試料を付着させない等の措置を講じる。

 測定容器をくりかえし使用する場合は，測定容器の内側にポリエチレン袋を

入れて試料を充てんするなど，測定容器の汚染を防ぐ措置を講じる。

 試料の取り違えを防止するための措置を講じる。

出典：食安発0315第4号別添 平成24年 3月15日
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食品中の放射性セシウムスクリーニング法

スクリーニング法 ＝ 簡易法

スクリーニングの目的：確定検査する試料の判別

 スクリーニング法は性能が低い方法ではない

 スクリーニングの目的に必要な性能が要求される

簡易の意味：操作が簡単，安価，装置が軽い

 性能が低く，精密な値が得られない方法というわけではない

×

出展：2012/2/17 新基準に対応した「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」に関する説明会資料：

松田りえ子「食品検査と食品中の放射性物質のスクリーニング法の考え方について」
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食品中の放射性セシウムスクリーニング法

試験法の対象となる食品：「一般食品」

技術的性能要件

 スクリーニングレベル（基準値の1/2以上：50 Bq/kg）の測定値

の分布の99 %上限が基準値で得られる測定値未満であること

 測定下限値：25Bq/kg（基準値の1/4以下）
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技術的性能要件

スクリーニングレベル（基準値の1/2以上：50 Bq/kg）の測定値の分布

の99 %上限が基準値で得られる測定値未満であることとは

出展：2012/2/17 新基準に対応した「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」に関する説明会資料：
蜂須賀 暁子「スクリーニング法に適応する検査機器の性能規程について」

測定値：スクリーニング
レベルより大きい

放射性物質測定の
特徴と概要
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放射性物質測定の特徴

 極めて高感度な放射能・放射線の測定
 1個の原子の崩壊による，1発の放射線の飛び込みも検出

 放射線の特性
 電離作用

 励起（蛍光）作用

 化学変化作用

 ガンマ線は透過性が強い

 ガンマ線スペクトルは線スペクトル

ガンマ線スペクトルを測定すれば特別な前処理なしで
容易に微量の放射性物質が測定できる

24

放射性物質の濃度の実際

1 Bqの質量 ： m 〔g〕 = 8.62 × 10-21 MT

T ： 半減期 〔h〕

M ： 原子質量 （質量数で代用可）

参考資料：アイソトープ手帳（（社）日本アイソトープ協会）

100 Bq/kgのCs-137の濃度は？

100×8.62×10-21×136.907×30.1671×365.2425×24/1000

= 3.12075×10-14 〔g/g〕

= 0.03 ppt

食品のアフラトキシンの規制値：総アフラトキシン 10μg/kg （10 ppb）

ダイオキシン類に関する水質の環境基準：1 pg-TEQ/L （0.001 ppt）
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100 Bq/kgの濃度

核種 I-131 Cs-
134

Cs-
137

Sr-90 Pu-
239

U-238

質量数 130.906 133.907 136.907 89.908 239 238.051

半減期
8.021

d
2.065

y
30.17

y
28.79

y

2.411
×104

y

4.468
×109

y

濃度
0.02 
ppq

0.002 
ppt

0.03 
ppt

0.02 
ppt

0.04 
ppb

8.04 
ppm

1000 ppq = 1 ppt = 0.001 ppb = 0.000 001 ppm
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放射性物質測定の特徴（計数誤差）

測定に共通する事項（統計的性質）
 原子核の壊変 ⇒ 二項分布 ⇒ ポアソン分布

 正規分布

 カウント数の標準偏差（σ）は測定カウント数Nの平方根
（√N ）となる

例：1回の測定で100カウントのとき，計数誤差10 %

 カウント数Nのとき

N ±σの間に真値が存在する確率 68 %

N ± 2σの間に真値が存在する確率 95 %

N ± 3σの間に真値が存在する確率 99.7 %

計数の精度は，繰返し測定によらず，１回の測定結果から推定できる。
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補正

 サム効果（サム・コインシデンス効果）補正

 自己吸収補正

 減衰補正

ある核種が１崩壊について２個以上のγ線を放出する場合において，検出器の
分解時間（～1μs以下）以内に，これらのγ線が続いて放出されかつ同時に検出

されると，信号が重なって和の波高値として検出される現象を補正するもの。

試料から放出されたγ線が，試料そのものとの相互作用によって散乱（吸収）さ
れる現象を補正するもの。

測定試料と標準線源の材質（吸収係数）が大きく違う場合に適用する。

放射性核種の放射能濃度は時間の経過とともに常に弱くなるため，実際に測定
して得られたデータは測定時の放射能であり，ある時刻における放射能は減衰補
正計算で求めることになる。

出典：SEIKO EG&G Gamma Studio ガンマ線分析 詳細仕様説明書
Rev. 2.13.0.0(2009.12)
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ガンマ線スペクトロメータの基本構成
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ガンマ線スペクトロメータによる測定

30

測定容器への試料の充てん
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I-131, 365 keV

Cs-134, 605 keV

Cs-134, 796 keV

Cs-137, 662 keV

K-40, 1.46 MeV

32

測定結果の出力
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測定システム例
（NaI(Tl)検出器）

34

NaI(Tl)ｽﾍﾟｸﾄﾛﾒｰﾀによる測定例



校正と精度管理

36

システムの校正

 放射能標準ガンマ体積線源を用いた効率校正
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システムの校正（ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｰ）

38

システムの校正

 Eu-152を用いたエネルギー校正
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出典：農林水産省HP：放射性物質の分析に関する研修用資料

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/data_reliance/pdf/rad_kensyu.pdf

40

出典：農林水産省HP：放射性物質の分析に関する研修用資料

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/data_reliance/pdf/rad_kensyu.pdf
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精度管理の実際

 内部精度管理

 ブランク測定

 繰り返し測定

 管理試料を用いた精度管理

バックグラウンドの変動（NaI，Cs-137）



管理試料を用いた精度管理例(Ge)

http://nucleus.iaea.org/rpst/ReferenceProducts/ReferenceMaterials/Radionuclides/IAEA-156.htm



http://nucleus.iaea.org/rpst/ReferenceProducts/ReferenceMaterials/Radionuclides/IAEA-330.htm

http://nucleus.iaea.org/rpst/ReferenceProducts/ReferenceMaterials/Radionuclides/IAEA-372.htm
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精度管理の実際

 外部精度管理

 日本適合性認定協会（JAB）主催

 当財団主催
 2012年3月～

 食品企業等対象，60団体参加

 ゲルマニウム半導体検出器，NaI(Tl)検出器の両方対象

 現在，2回目参加募集中

48

外部精度管理の実際（Ge：Cs-134）

ｚスコア
＝(X－μ)/σ
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外部精度管理の実際（Ge：Cs-137）

50

外部精度管理の実際（NaI）



51

信頼できる分析の要件
（24食産第445号平成24年4月20日）

1. 分析法の要件
いつ，どこで，誰が分析しても同様の結果が得られることが客観的・

科学的に検証された分析法を使用。

2. 分析者に求められる事項
① 組織管理，分析者の教育，測定手順等の文書化，内部での分析の

精度管理などのマネジメント体制を構築

② 定期的に外部の技能試験を受け，自らの技能を評価。

3. 分析の発注者が留意すべき事項
① 分析を発注する場合，厚生労働省の登録検査機関または精度管理

等の体制を整備した分析機関を選ぶ

② 自らの生産物・製品が分析に供される場合，分析される試料と同じ
ロットの製品・生産物を冷凍保存しておく

ご清聴ありがとうございました

～ 私たちは分析試験を通じて

「健康と安全」をサポートし

社会の進歩・発展に貢献します ～

http://www.jfrl.or.jp


